
(5) ケ ー プノレの電気特性は次のとおりである。

ア導体怒抗 1.2 mm 16.5 .o./km 
0.65 mm 56.5 .o./km 

イ 1域 iUil: 0.5db/km 1 kc/s 1.2mm 

ウ 特性インピー ダ ン ス 350.0. 1 kc/s 

エ f浄'屯容量 1 kc/s で平均 50 mμF/km 以下

参考文献 円本国有鉄道{土係書 JRS-2620 1 - 1 8AR 1 0 

(佐野自由 J~)

しんこくてつろうどうくみあいれんごう 新国鉄労働

組合連合 新国鉄労働羽I合連合(目指称， 新国労)は， II {:{和37 ・ 12 ・ 1

に結成された国鉄における同 ~ Y. I，系のnjt --の組合である。

この組合の組織形体は，地方単位， つま り 鉄道管理局等を一つ

の単位として全国で28の地方労働組合が作られ， これら地方労

組の連合体として結成されている。また， 1段能別の諸要求を解

決する 目的で，縦割の指I識として， 一般 ・ 運輸 ・ 運転 ・ 施設 ・

電気な どの 10 部会制も設けている。

組織人ft:t，漸次弘大の傾向を示してお り ，昭和 40 ・ 1 ・ l 現在

で は， 約 7 万人に達 し ， 国鉄 1m内において国鉄労働組合に次 ぐ

第 2 の勢力となっている。

この組合の前身は，国鉄労働組合の政治闘争偏向や階級闘争

主義を批判して同労組を脱退した者で結成した職能別労働組合

と ，このほかに， 同様の経過をたどって作られた国鉄地方労働

組合連合の二つの組合の合肉体であって， 組合迎切Jの方向 も，

その前身が示す よう に民主的労働運動の展開を主|肢 としてい る。

運動の指針のおもな事項をひろいあげてみると，おおむね次

のとおり で あるが， これが同労組の組織鉱張のための旗じるし

にも な ってい る。

(1) 新しい労使関係を作りあげるため，国民経済の繁栄と国

鉄企業ーの生産性を向上することを日襟 とする。

(2) そのために有効な諸企闘や実践活動に進んで参加 し， 主

体的な役書IJ を果たしてし、く。

(3) 労働者の権利 と利主主の擁，~のために戦い，経済的j文民の

正当な配分を強く 要求 し獲得する。

(4) 労働者の正当な権利としての労働基本権を確立するため，

公労法の撤廃を要求するが， このため社会秩斤4こ背反するよう

な行動を似む。しか し，ス卜僚に代わるも のとして設けられた

調停仲裁制度を労働組合が真剣に活用する努力を続けても，政

府当局が，これを撚みにじるようなことがあれば実力行使に訴

える決怠を有する。

(5) 同一労働，同一賃金のl京JllJを基礎 と した賃金体系を作り

あげるため，職務評価委員会を活用し， 賃金引上げと改善をは

力、る。

(6) 合理化問題に対する基本姿勢 と しては，事 lìíj協議前lを活

用~，長期的な雇用の調整と L 、う立場で合理的に配置転換の問

題を解決する。

(7) 全日本労働総同盟(略称，問問)に加盟し，これを通じて

全官公の強化発展のために努力する。

(8) 民主社会党を支持し， この党を通じて政治 rl tí'-Jの i主成を

はかる。 (小泉純 ) 

しんさんぎようとしけんせっそくしんほう 新産業者ß

市建設促進法 昭和 37 ・ 5 法律第 1 1 7 弓で制定公布され，・同年

8 ・ 1 施行。

いわゆる地域開発に関する立法 としては ， nPt和25年に制定さ

れた国土総合開発法および北海道開発法が基本法的な存在とな

っており ， 法に基づく開発計画も策定され実施されてきている。

しかし， その後の経済情勢の変化， 特に図民所得倍桶計四の策
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